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特 集 変わる世界、変わる研究
現代インドの政治研究は基本的には歴史研究から始
まったといえる。そのような伝統の上に欧米の政治哲
学や政治学の影響が加わり現在のインド政治研究が成
り立っている。インドは巨大な人口を抱え、かつ、文
化、言語、宗教、カースト、地域という観点からみて、
世界で最も複雑な政治社会であるため（参考文献①）、
実証研究では切り口によってバラエティに富む政治研
究が生まれ、そのためインド政治研究の全体像をたど
るのは至難のわざである。従って、この小論でできる
ことはインド政治研究に携わってきた一研究者の視点
から、主としてインドの政党政治研究がどのような軌
跡をたどり、そしてどの方向に進もうとしているか、
研究の主流をなす英語文献を主にしての点描と若干の
展望にとどまる。
●歴史研究からはじまった政治研究
最初に指摘したいのは、実践イデオロギーとしての
マルクス主義を除き、多くの場合、欧米の特殊なイデ
オロギーや歴史的経験に基づく「理論」はインドの現
実を説明するものとしては長年入ってこられなかった
という点である。たとえば、ポール・ブラスの「派閥
政治論」（参考文献②）や、F・フランケルの「政治
経済論」（参考文献③）は高い評価を得ているが、そ
れはこれらの研究が、インドの政治社会の現実に根ざ
した分析を行っているからであって欧米の「理論」に
基づき研究を行ったからではない。このような傾向は、
欧米の政治学が世論調査や各種データなどの統計的分
析に基づく、より一般性の高い、そしてある意味では
プラグマティックな理論構築を目指すようになっても
払拭されたわけではない。
ただし、インドはイギリスの諸制度が移植されたこ
とから、制度論ではインドと欧米の接点は広い。たと
えばG・オースティンのインド憲法の研究（参考文献
④）、M・ギャランターの法制度からみた後進階級運
動の分析（参考文献⑤）など重要な成果を生み出して
いる。つまり、政治研究はインド特有の現実を直視す
る部分でこそ優れた成果をだしてきたといえるのであ
る。それは逆にいえば、その時々の重要な政治課題に
敏感に反応して現代インド政治研究は成果をだしてき
たということを意味する。
たとえば、1960年代中頃まではインド国民会議派
（以下「会議派」 ）が中央でも州でも支配的地位を占
め政党政治は「一党優位体制」、あるいは、「会議派シ
ステム」といわれたが、その現実を反映して会議派研
究はM・ウェイナー、S・コチャネック、R・コター
リーなどにより優れた成果を収めている（参考文献⑥、
⑦、⑧）。また会議派政権の開発思想であった「社会
主義型社会」は計画委員会の設置（1950年）や5カ年
計画の策定となって具現化したが、官僚制的硬直的統
制、非合理性のゆえに次第に欠点が顕わになった。そ
れは国家の経済開発の基本であるだけに、ポリティカ
ル・エコノミーという視点から学問的にも大きな焦点
となり、コチャネックやB・R・ナーヤルなどその実
態をえぐり出す優れた成果を生み出した（参考文献⑨、
⑩）。2014年のインド人民党（BJP）率いる連合政権
成立で計画委員会は2015年に、5カ年計画体制は2017
年に終わりを告げることになる。
1990年代以降のインド政治の重要な展開はBJPや地
域政党の台頭であろう。そこにはヒンドゥー民族主義
の台頭、カースト政治の変化、中間層の台頭など互い
に関連する構造変化があった。たとえばBJPの台頭は
ムスリムなど宗教的少数派を圧迫する「コミュナリズ
ム」（宗派主義）およびそれと表裏の関係にあるヒン
ドゥー民族主義の台頭として基本的に理解される。し
かし、C・ジャフレロット（参考文献⑪）など多くの
優れた分析ではヒンドゥー民族主義の台頭が、ムスリ
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ムや現在「ダリト」と呼ばれるようになった被抑圧階
層、また、ダリトよりは社会的疎外の対象とはされて
いないが、後進的な「その他後進階級」（OBCs）と
いわれる人々の政治運動と密接に関係していることが
示される。これら諸階層の運動に関しては伝統的に優
れた分析があるが、ヒンドゥー民族主義の台頭はこの
時期にゾヤ・ハサンによるこれら諸階層の運動と会議
派の関係を探った研究（参考文献⑫）や、スダ・パイ
やK・チャンドラのダリトの運動の分析など多くの優
れた成果を生み出す契機となったといえるだろう（参
考文献⑬、⑭）。
●政治研究の展望
1990年代以降の大きな変化は、経済自由化を契機と
する経済変動が引きおこす構造変動である。デリーの
途上国研究センターの調査など近年の選挙研究で指摘
されるのは、経済や生活レベルの変動が人々の政治意
識に変革をひきおこし、政治に構造的変化をもたらし
ている事実である。長期的な会議派の退潮、BJPの成
長、ダリトやOBCs、そして中間層の台頭などの諸現
象は、経済発展と人々の暮らしの変化という構造変動
と密接に関係すると考えられる。このような構造変化
はまだ始まったばかりである。たとえば、都市人口比
は3割強であり、これからインドは本格的な都市化、
人口移動を経験することになる。インドの政治研究を
展望するとき、研究が今後直面しなければならないの
は、このようなダイナミックな構造変動である。従っ
て、これからの政治研究、特に政党政治やアイデンティ
ティ政治などの研究は、経済発展にともなう社会変容、
ポリティカル・エコノミーの基本的理解なしには十分
に進められないのではないかと思われる。すでにその
ような方向性を示す研究は現れている。たとえば、な
ぜ貧困層が高カースト・富裕層を代表するBJPに引き
つけられるのか研究したタリク・ターヒルの著作（参
考文献⑮）はそのような要件を備え、かつ、フィール
ド調査、文献調査、数量データの統計分析が結合した
みごとな分析である。このような研究が今後ますます
求められることは間違いない。
（こんどう　のりお／アジア経済研究所　南アジア研
究グループ）
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